


















として、蒔苗 (2010) は昭和 22 年の教科書を分析してい
る。一連の教科書の変遷に着目した研究として、佐藤
(2018)、京極 (2017)、岸本 (2001,2018) がある。教科書分

























A History of Teaching on “Multiplication in Decimal Fractions” at the Grade 



















S36 ～ S39(1961 ～ 1964) 　　　新しい算数 5 年
S40 ～ S42(1965 ～ 1967) 新編　新しい算数 5 年
S43 ～ S45(1968 ～ 1970) 新訂　新しい算数 5 年
S43 年学習指導要領
S46 ～ S48(1971 ～ 1973) 　　　新しい算数 5 年
S49 ～ S51(1974 ～ 1976) 新訂　新しい算数 5 年
S52 ～ S54(1977 ～ 1979) 新編　新しい算数 5
S52 年学習指導要領
S55 ～ S57(1980 ～ 1982) 　　　新しい算数 5 年
S58 ～ S60(1983 ～ 1985) 改訂　新しい算数 5 年
S61 ～ S63(1986 ～ 1988) 新編　新しい算数 5 年
S64 ～ H3(1989 ～ 1991) 新訂　新しい算数 5 年
H1 年学習指導要領
H4 ～ H7(1992 ～ 1995) 　　　新しい算数 5 年
H8 ～ H11(1996 ～ 1999) 新編　新しい算数 5 年
H12 ～ H13(2000 ～ 2001) 新訂　新しい算数 5 年
H10 年学習指導要領
H14 ～ H16(2002 ～ 2004) 　　　新しい算数 5 年
H17 ～ H22(2005 ～ 2010) 新編　新しい算数 5 年
H20 年学習指導要領
H23 ～ H26(2011 ～ 2014) 　　　新しい算数 5 年
H27 ～ H31(2015 ～ 2019) 新編　新しい算数 5 年
H29 年学習指導要領



































は、被乗数については、3 桁であったが、昭和 52 年か
ら 2 桁になり、昭和 61 年から再び 3 桁になり、平成 14
年からは、2 桁に戻っている。乗数については、初期は 2.4
であったが、3.4 になり、最近は 2.3 になっている。（整
数）×（純小数）の場面については、初期は 0.6 であっ
たが、0.8 になり、最近は 0.6 に戻った。（小数）×（帯
小数）の場面については、被乗数は、初期では 0.92 であっ
たが、1.21 になり、最近は 2.14 になっている。乗数は、
初期は 1.8 であったが、最近は 3.8 になっている。面積
については、2.5 × 3.5 から 2.3 × 3.6 に変わっただけで、
変化はない。
(2) 場面の順序























他 ,1961,p.103）。単位を cm から mm に換算して整数の
－ 80 － － 81 －
教科書分析による小学校 5年「小数の乗法」の指導の変遷
表 2. 取り上げられている場面と数値
使用年度 （整数）×（帯小数）（整数）×（純小数） （小数）×（帯小数） 面積
S33 年学習指導要領
S36 ～ S39 布、240 × 3.5 布、240 × 0.9 なし 22.5 × 30.5
S40 ～ S42 リボン、120 × 2.5 リボン、120 × 0.6 なし 2.5 × 3.5
S43 ～ S45 リボン、120 × 2.7 リボン、120 × 0.6 油、0.92 × 1.8 2.5 × 3.5
S43 年学習指導要領
S46 ～ S48 布、240 × 2.4 布、200 × 0.6 油、0.92 × 1.6 2.5 × 3.5
S49 ～ S51 布、200 × 2.4 布、200 × 0.6 油、0.92 × 1.6 2.5 × 3.5
S52 ～ S54 リボン、80 × 2.4 なし 針金、4.5 × 1.6 2.3 × 3.5
S52 年学習指導要領
S55 ～ S57 リボン、80 × 3.4 自動車、12 × 0.8 なし 2.3 × 3.6
S58 ～ S60 リボン、80 × 3.4 自動車、12 × 0.8 なし 2.3 × 3.6
S61 ～ S63 リボン、180 × 3.4 針金、20 × 0.8 鉄の棒、1.21 × 3.3 2.3 × 3.6
S64 ～ H3 リボン、180 × 3.4 針金、20 × 0.8 鉄の棒、1.21 × 3.3 2.3 × 3.6
H1 年学習指導要領
H4 ～ H7 リボン、180 × 3.4 針金、20 × 0.8 食塩、2.17 × 2.8 2.3 × 3.6
H8 ～ H11 リボン、180 × 3.4 針金、20 × 0.8 鉄の棒、2.17 × 2.8 2.3 × 3.6
H12 ～ H13 リボン、180 × 3.4 リボン、180 × 0.8 鉄のパイプ、2.17 × 2.8 2.3 × 3.6
H10 年学習指導要領
H14 ～ H16 リボン、80 × 2.7 リボン、80 × 0.8 パイプ、2.3 × 2.8 2.3 × 3.6
H17 ～ H22 リボン、90 × 2.6 リボン、80 × 0.8 パイプ、2.3 × 2.8 2.3 × 3.6
H20 年学習指導要領
H23 ～ H26 リボン、80 × 2.3 リボン、80 × 0.8 パイプ、2.14 × 3.8 2.3 × 3.6
H27 ～ H31 リボン、80 × 2.3 土、400 × 0.6 パイプ、2.14 × 3.8 2.3 × 3.6
H29 年学習指導要領




S36 ～ S39 （面積）→（整数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（小数）×（帯小数）
S40 ～ S42 （整数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）
S43 ～ S45 （整数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）→（小数）×（帯小数）
昭和 43 年学習指導要領
S46 ～ S48 （整数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）→（小数）×（帯小数）
S49 ～ S51 （整数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）→（小数）×（帯小数）
S52 ～ S54 （整数）×（帯小数）→（面積）→（小数）×（帯小数）
昭和 52 年学習指導要領
S55 ～ S57 （整数）×（帯小数）→（面積）→（整数）×（純小数）
S58 ～ S60 （整数）×（帯小数）→（面積）→（整数）×（純小数）
S61 ～ S63 （整数）×（帯小数）→（面積）→（整数）×（純小数）→（小数）×（帯小数）
S64 ～ H3 （整数）×（帯小数）→（面積）→（整数）×（純小数）→（小数）×（帯小数）
平成 1 年学習指導要領
H4 ～ H7 （整数）×（帯小数）→（小数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）
H8 ～ H11 （整数）×（帯小数）→（小数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）
H12 ～ H13 （整数）×（帯小数）→（小数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）
平成 10 年学習指導要領
H14 ～ H16 （整数）×（帯小数）→（小数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）
H17 ～ H22 （整数）×（帯小数）→（小数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）
平成 20 年学習指導要領
H23 ～ H26 （整数）×（帯小数）→（小数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）














「1m240 円のぬの 3.5m の代金はいくらでしょう。」（弥
永他 ,1961,p.114）という場面が示されている。比例関
係（3.5m の代金は 1m の値段の 3.5 倍になる）を根拠
に 240 × 3.5 の式が立てられる。次に 3.5m は 3m と 0.5m
と分けられ、50cm の代金は 1m の値段の半分であるこ
とを根拠に 240 ÷ 2 の式が立てられる。
その後、形式不易の原理（長さが整数で表されても、
小数で表されても、布の代金は次の式で求められる）を
根拠に、「代金 =1m のねだん×長さ（単位 m）」という
式が立てられる。
この教科書の特徴は、面積の場面で乗法が導入さ
れ て い る こ と で あ る。 教 科 書 に は 1cm
2=(10 × 10)








昭和 40～ 42 年度の教科書
（整数）×（帯小数）に関して、導入場面は、リボン
の代金を求める場面に変わった。4m、3m、2m の代金




結果の求め方は、「2.5m の代金は 2m の代金に、1m
の半分の代金をたしたもの」を根拠に、120 × 2 ＋ 120
÷ 2=300 という式が示されている。形式の不易の原理（リ
ボンの長さが小数で表されても代金を求めるときは、か
















の油があります。この油 1.8ℓの重さは何 kg でしょう
か。」という場面が取り上げられている（弥永他 ,1968, 
p.102）。
昭和 46～ 48 年度の教科書
（整数）×（帯小数）に関して、被乗数が 120 から














昭和 49～ 51 年度の教科書
主要な内容に関して変化はない。
昭和 52～ 54 年度の教科書
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教科書分析による小学校 5年「小数の乗法」の指導の変遷
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昭和 55～ 57 年度の教科書







昭和 58～ 60 年度の教科書
主要な内容に関して変化はない。
昭和 61～ 63 年度の教科書
（整数）×（帯小数）に関して、被乗数が 80 から 180
に変わった。
（整数）×（純小数）に関して、「1m の重さが 20g の
はり金があります。このはり金 1.8m の重さは何 g です






















場面に変わった。数値は、0.8 倍、3 倍、3.6 倍が取り上
げられている。




長さを比べましょう。」とし、赤 5m、白 10m、青 12m、
黄 4m になっている（広中他 ,1996, p.36）。倍を求める








m ですか。」という文章題が示されている（広中他 ,1996, 
p.37）。


















平成 14～ 16 年度の教科書
（整数）×（帯小数）に関して、リボンの被乗数が
180 から 80 に変わり、乗数が 3.4 から 2.7 に変わった。（小
数）×（帯小数）に関して、鉄のパイプであったものが




















m ですか。」となっている（杉山他 ,2002, p.87）。
特徴は、小数倍の乗法が小数の除法のあとに移動し、
丁寧に取り扱われるようになったことである。
平成 17～ 22 年度の教科書
（整数）×（帯小数）に関して、リボンの乗数が 2.7
から 2.6 に変わった。小数倍に関して、小数の乗法の単
元に戻された。赤 5、白 10、青 12、黄 4 で赤のリボン
をもとにしたとき他のリボンの長さは何倍になるかを求
めるものに戻った。
平成 23～ 26 年度の教科書
（整数）×（帯小数）に関して、導入場面で乗数が 2.6
から 2.3 に変わった。（小数）×（帯小数）に関して、
パイプの場面で、被乗数が、2.3 から 2.14 になり、これ
までの小数点以下 2 位までの数値に戻った。
平成 27～ 31 年度の教科書
（整数）×（純小数）に関して、パイプの場面であっ
たのが土の場面に変わり、被乗数が、80 から 400 になり、
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